
  

容器包装識別の表示義務有無に関する考え方

ダンボールは識別表示対象外（識別表示不要）

物を収め包む目的のものなければ対象外（識別表示不要）

 ＜しきい紙 （固定・保護させる目的の中仕切りは必要）＞

 ＜計量カップ、シール剥離紙、添付文書自体は対象外＞

 ＜軟膏壺の中にある紙が保護の目的なので対象＞

 ＜販売されているワイシャツの止めピンは対象＞

 ＜飲料メーカーが食品につける紙コップは対象＞

 ＜自動販売機の紙コップは対象＞

 ＜商品を包む袋を提供した場合は対象＞

 ＜袋そのものが商品である場合は対象外＞

 ＜医療用具などの器具・器械は対象外？＞

バンドルで商品の表面積の１／２以下のもの（識別表示不要）

ラベルシールや封緘のためのシールは対象外（識別表示不要）

内容物出口に貼られフタの代わりのシールは識別表示必要

事業用専用のものは対象外（識別表示不要）

 ＜業務用見本は対象外＞

商品としての目的ではないもの（識別表示不要）

 ＜治験薬の容器包装、製剤見本・消費者向サンプル専用は対象外

家庭用一般廃棄物としての可能性がないもの（識別表示不要）

 ＜医療用医薬品の外箱などで家庭廃棄物に絶対にならないものは

 ＜注射剤 （ただし、在宅使用の可能性があるものは必要）＞

廃棄時に容易に分離できる最小単位か？ 

物を収め包んでいるものかどうか？ 
  （バンドルの場合１／２以上か？） 

収め包まれているものは商品で家庭用
一般廃棄物として廃棄される可能性があ
るものか？ 

ダンボールか？ 

廃棄時に容易に分離できる最小単位まで
さらに分離し再検討。 

物を収め包む目的で商品を固定・保護するための
もの及び緩衝剤としての目的のものかどうか？ 

そのものが無いと内容物が漏れ出たりす
る可能性があるか？ 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

No 

No 

N

容器・包装識別表示の必要性判断 

Yes 
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※注射剤以外でも、院内専用として製造したものは対象外

半永久品保管の目的のものは対象外（識別表示不要）

  ＜カセットケース等は対象外＞

  ＜目薬の容器は中身が消耗品であるので表示が必要＞

紙・プラスチック以外の材質は対象外（識別表示不要）

  ＜金属・ガラス・セロハン等＞

紙とは、植物性の繊維を絡み合わせ膠着するなどしたもの

５０平方センチ未満で法定表示などで識別マーク印刷困難なものとい
規定が取りはらわれた。  
原則、販売名を小さくすれば記載できるようなものは表示不可能容器
とは解釈しない

無地で成形されていないもの

  ＜外装フィルム等＞

形状・素材面から技術的に印刷・エンボス・刻印が困難と判定

  ＜スプレー缶のフタ、軟膏壺のフタなど＞

表示可能な一体容器包装が紙・プラスチックの場合

  ＜大きさなども留意し分かりやすく記載＞

表示可能な多重容器包装が紙・プラスチック以外の場合

  ＜ガラスや金属の場合、化粧品・食品はマークは入れない 
                  医薬品はマークを入れる＞

一番重量比が多い材質が紙もしくはプラ
スチックか？ 

半永久品を保護し、保管することを目的
としたものであるか？ 

Yes 

No

No 

一体包装への一括表示の可否判断 

識別表示必要 

表示不可能容器包装 

成形されていない無地のもので文字の
印刷などがされていないか？ 

成形されているが、無地で文字の印刷・
エンボス・刻印などがされていないか？ 

同じタイミングで捨てられる表示可能な
一体容器包装があるか？ 

同じタイミングでは捨て
れないが表示可能な一
体容器包装があるか？ 

一括表示不可 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

一体包装への一括表示の可否判断へ 
包装 の 括表示の可否判断

No 

医薬品若しくは指定医薬部
外品か？ 

No 

Yes 
？当局相談

2/3 ページ

2003/05/16file://D:¥2003-2NEW¥recycle1.htm



 

どうしても止むを得ない場合。 原則はないと考えてよい。

No 

識別表示不要 

添付文書の最後に記載 

？当局相談 
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